
学校感染症による出席停止扱いについて  
 

 群馬県立女子大学学長
 
　学校保健安全法第19条により、学生が感染症にかかっており、若しくはかかっている疑いがあり、又はか
かるおそれがある場合、本人の休養と他者への蔓延、流行を防ぐために、学長は出席を停止させることがで

 きるとされています。
　下記の感染症と診断された場合は、学校保健安全法施行規則で定められた期間を出席停止としますので、

 自宅で療養に努めてください。
　病気回復後、登校する時には、下記の「治癒証明書」に医師の証明を受け、大学事務局学生係に提出して

 ください。
 
学校において予防すべき感染症の種類（学校保健安全法施行規則第18条） 

出席停止期間（学校保健安全法施行規則第19条） 
 【第一種】治癒するまで

【第二種（結核、髄膜炎菌性髄膜炎を除く）】下記のとおり 

【第三種】結核、髄膜炎菌性髄膜炎及び第三種感染症にかかった者については、病状により学校医その他の
 医師において感染のおそれがないと認めるまで。

【その他】第一種、第二種感染症に家族がかかっている場合、また、地域に流行している場合等、その状況
 により、登校について医師の意見、許可等が必要な場合もある。

 
 

 治　癒　証　明　書
 
　　群馬県立女子大学　　　　学籍番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 

  病名

　上記感染症のため、　　月　　日～　　月　　日まで治療しておりましたが、現在治癒し、他への感染の
 おそれがないものと認め、通学しても支障がないことを証明します。

 
 年　　月　　日

 
医療機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 
医　師　名　　　　　　　　　　　　　　　　　

第一種 エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、
感染症 急性灰白髄炎（ポリオ）、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群（病原体がＳＡＲＳコロナウイルスである

ものに限る）、中東呼吸器症候群（病原体がＭＥＲＳコロナウイルスであるものに限る）、特定鳥インフ
ルエンザ（病原体がインフルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウイルスであって、その血清亜型が
新型インフルエンザ等の病原体に変異する恐れが高いものの血清亜型として政令で定めるものに限る） 
＊上記の他、新型インフルエンザ等感染症、指定感染症及び新感染症

第二種 インフルエンザ（特定鳥インフルエンザを除く）、百日咳、麻しん（はしか）、流行性耳下腺炎（おたふ
感染症 く）、風しん（三日ばしか）、水痘（みずぼうそう）、咽頭結膜熱（プール熱）、新型コロナウイルス感染

症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルスであるものに限る）、結核、髄膜炎菌性髄膜炎

第三種 コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎（はやり目）、
感染症 急性出血性結膜炎（アポロ病）、その他の感染症 

＊この他に条件によっては出席停止の措置が必要と考えられる疾患として、溶連菌感染症、ウィルス性
肝炎、手足口病、伝染性紅斑（りんご病）、ヘルパンギーナ、マイコプラズマ感染症、流行性嘔吐下
痢症、アタマジラミ、伝染性軟属腫（水いぼ）、伝染性膿痂疹（とびひ）

病　名 出　席　停　止　期　間

インフルエンザ 発症後（発熱の翌日を１日目として）５日を経過し、かつ解熱後２日を経過するまで

百日咳 特有の咳がなくなるまで又は５日間の適切な抗原薬療法が終了するまで

麻しん 解熱した後３日を過ぎるまで

流行性耳下腺炎 耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し、かつ全身状態が良好になるまで

風しん 発しんが消失するまで

水痘 全ての発しんが「かさぶた」になるまで

咽頭結膜熱 主要症状は消退した後２日を経過するまで

新型コロナウイ 発症後（発熱の翌日を１日目として）５日を経過し、かつ症状が軽快した後１日を経過するま
ルス感染症 で


